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(57)【要約】
【課題】表示する画像に応じて表示パネルの各表示領域
間に温度ばらつきが生じた場合でも、各表示領域の温度
を検知し、その検知結果に基づいて各表示領域の画像デ
ータに対する変換量を算出し、その変換量を用いて画像
表示を行う画像表示装置を提供する。
【解決手段】画像表示装置１００は、バックライト２２
の各照明領域２２１から出射される照明光の各々の輝度
を個別に制御し、対応する表示パネル２１の各表示領域
２１１に照射して画像を表示する。検知部１３は表示パ
ネル２１の各表示領域２１１の温度を検知し、設定部１
２は、その検知結果に基づいて表示パネル２１の各表示
領域２１１の温度に応じた変換パラメータを設定する。
算出部１１は、表示パネル２１の表示領域２１１ごとに
設定された変換パラメータを用いて現フレームの画像デ
ータに対する変換量を表示パネル２１の表示領域２１１
ごとに算出する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の領域に分割されたバックライトの各領域から出射される照明光の各々の輝度を個
別に制御し、対応する表示パネルの各領域に照射して画像を表示する画像表示装置であっ
て、
　前記表示パネルの各領域の温度を検知する検知手段と、
　前記表示パネルの各領域の温度に応じた変換パラメータを前記検知手段の検知結果に基
づいて前記表示パネルの領域ごとに設定する設定手段と、
　前記設定手段により前記表示パネルの領域ごとに設定された変換パラメータを用いて前
記表示パネルの領域ごとに画像データに対する変換量を算出する算出手段と
を備えていることを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記算出手段は、現フレームの画像データと前記現フレームよりも前のフレームの画像
データとの組み合わせに応じた変換パラメータを用いて現フレームの画像データに対する
変換量を算出することを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記設定手段は、前記表示パネルの各領域を各々の温度に従って所定の温度範囲ごとに
分類し、同一の温度範囲に属する前記表示パネルの領域に対しては同一の変換パラメータ
を前記算出手段に設定することを特徴とする請求項１または２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記表示パネルの各領域の温度に応じた変換パラメータを一時的に記憶する記憶部をさ
らに備え、
　前記設定手段は、前記検知手段が前記表示パネルの各領域の温度を検知するたびに、前
記表示パネルの各領域の温度に応じた変換パラメータを取得し、前記記憶部に記憶されて
いる変換パラメータを更新することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の画
像表示装置。
【請求項５】
　前記検知手段は、前記バックライトの各領域に配置された光源についての点灯時間及び
点灯時期を含む点灯状況を表わす光源情報を、前記バックライトを駆動する駆動回路から
取得し、前記取得された光源情報に基づいて前記表示パネルの各領域の温度を検知するこ
とを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項６】
　前記表示パネルの各領域のうちで前記表示パネルの各領域の温度を検知する際において
基準とすべき基準領域があらかじめ定められており、
　前記設定手段は、前記表示パネルの基準領域が属する基準温度範囲、前記基準温度範囲
の上限を超える上限側温度範囲、及び、前記基準温度範囲の下限を下回る下限側温度範囲
のうちのいずれかに、前記表示パネルの各領域を分類することを特徴とする請求項３に記
載の画像表示装置。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の画像表示装置における各手段としてコンピュータ
を動作させるための画像表示処理プログラム。
【請求項８】
　請求項７に記載の画像表示処理プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録
媒体。
【請求項９】
　複数の領域に分割されたバックライトの各領域から出射される照明光の各々の輝度を個
別に制御し、対応する表示パネルの各領域に照射して画像を表示する画像表示方法であっ
て、
　前記表示パネルの各領域の温度を検知する検知工程と、
　前記表示パネルの各領域の温度に応じた変換パラメータを前記検知工程における検知結



(3) JP 2010-72103 A 2010.4.2

10

20

30

40

50

果に基づいて前記表示パネルの領域ごとに設定する設定工程と、
　前記設定工程にて前記表示パネルの領域ごとに設定された変換パラメータを用いて前記
表示パネルの領域ごとに画像データに対する変換量を算出する算出工程と
を備えていることを特徴とする画像表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の領域に分割されたバックライトの各領域から出射される照明光の各々
を表示パネルに照射して画像を表示する画像表示装置、画像表示方法、画像表示処理プロ
グラム及び画像表示処理プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　パーソナルコンピュータ、テレビ受信機の軽量化、薄型化に伴い、パーソナルコンピュ
ータ等に用いられるディスプレイ装置にも軽量化、薄型化が要求されている。このような
ディスプレイ装置としては、例えば、液晶表示装置のようなフラットパネル型ディスプレ
イ装置が普及している。
【０００３】
　ところで、最近、液晶表示装置がテレビ受信機のディスプレイ装置として広く用いられ
るようになって来ている。しかし、液晶表示装置の応答速度は、一般に、ＣＲＴ等の表示
装置に比べて遅いため、動画像を高精度に表示することが難しいという短所を持っている
。
【０００４】
　このような状況を考慮して、過去の画像信号と現フレームの画像信号との間の変化に応
じて、現フレームの画像信号に対する階調電圧をあらかじめ決められた電圧より高い駆動
電圧や低い駆動電圧、すなわち、オーバーシュートされた駆動電圧を表示パネルの液晶層
に印加する、いわゆるオーバーシュート駆動が提案されている。
【０００５】
　具体的には、例えば特許文献１には、過去のフレームの画面と現フレームの画面との間
で画像データに変化があった場合、その変化がより大きくなるように駆動電圧のオーバー
シュート量を設定し、データ強調する液晶表示装置が開示されている。
【０００６】
　この特許文献１に開示された液晶表示装置では、画像データを過度に強調し、１フレー
ム期間内に、目的を超える表示に到達するオーバーシュート駆動をし、１フレーム期間内
で当初の画像データに相当する表示とすることができる。
【０００７】
　また、この特許文献１に開示された液晶表示装置では、照明装置が複数の領域に分けら
れ、それぞれの領域に対応した複数の光源が設けられている。照明装置の各領域の点灯時
間や点灯時期は領域ごとに制御されており、領域ごとに独立に照明の点灯と消灯が実行可
能となっている。そして、１フレーム内における表示パネルの各領域の書き込みタイミン
グに合わせて、対応する照明装置の領域の点灯時期及び点灯時間が制御されている。
【特許文献１】特開２００５－１２２１２１号公報（平成１７年５月１２日公開）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記の特許文献１に開示された従来の液晶表示装置では、表示パネルに表示される画像
に応じて照明装置の各領域の照明が点灯と消灯との間で切り替えられており、照明装置の
各領域間には点灯時間の差が必然的に生じてしまう。
【０００９】
　その結果、表示パネルの表示領域のうち、照明装置からの照明光が長時間に渡って照射
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される領域とわずかな時間しか照明光が照射されない領域があった場合、それら領域間に
は大きな温度差が発生する。
【００１０】
　例えば、表示パネルの一部の領域では明るい画像が続き、他の一部の領域では暗い画像
が続いた場合、前者の温度は急激に上昇する一方、後者の温度はわずかに変化するだけで
ある。このため、表示パネル内の温度分布は一定ではなく、表示パネルに表示される画像
に応じて変化することになる。
【００１１】
　一方、表示パネルの液晶層の応答速度は温度依存性が非常に高いことが知られている。
このため、上記のように表示パネル内に温度分布が発生した場合には、表示パネルの領域
ごとの温度に基づいて、領域ごとにオーバーシュート量を設定し、領域ごとにオーバーシ
ュート駆動を制御する必要がある。
【００１２】
　しかしながら、従来の液晶表示装置では、表示パネルの各領域の温度を検知し、それら
温度に基づいて、各領域のオーバーシュート駆動を制御することは行っておらず、このた
め、表示パネルの全領域においてオーバーシュート駆動を安定して行うことができないと
いった問題点がある。
【００１３】
　特に、近年、表示装置等に用いられる照明装置として、照明光を出射する複数の領域を
設け、表示パネルに表示される画像に応じて、それら領域ごとに照明の明るさ（輝度）を
制御するエリアアクティブバックライトが注目されて来ている。このエリアアクティブバ
ックライトは全面が均一に光るのではなく、領域ごとに照明光の点灯時期や点灯時間を表
示画像画像に応じて制御するため、表示パネルの各領域の温度ばらつきが大きくなる場合
が多い。したがって、上記の問題点はエリアアクティブバックライトにとっても非常に重
大な課題となっている。
【００１４】
　上記問題点に鑑み、本発明の目的は、複数の領域に分割されたバックライトの各領域か
ら出射される照明光の各々の輝度を個別に制御し、表示パネルに照射して画像を表示する
画像表示装置において、表示する画像に応じて表示パネルの各表示領域間に温度ばらつき
が生じた場合でも、各表示領域の温度を検知し、その検知結果に基づいて各表示領域の画
像データに対する変換量を算出し、その変換量を用いて画像表示を行うことができる画像
表示装置、画像表示方法、画像表示処理プログラム及び画像表示処理プログラムを記録し
たコンピュータ読み取り可能な記録媒体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記目的を達成するために、本発明にかかる画像表示装置は、複数の領域に分割された
バックライトの各領域から出射される照明光の各々の輝度を個別に制御し、対応する表示
パネルの各領域に照射して画像を表示する画像表示装置であって、前記表示パネルの各領
域の温度を検知する検知手段と、前記表示パネルの各領域の温度に応じた変換パラメータ
を前記検知手段の検知結果に基づいて前記表示パネルの領域ごとに設定する設定手段と、
前記設定手段により前記表示パネルの領域ごとに設定された変換パラメータを用いて前記
表示パネルの領域ごとに画像データに対する変換量を算出する算出手段と、を備えている
。
【００１６】
　前記算出手段は、例えば、現フレームの画像データと前記現フレームよりも前のフレー
ムの画像データとの組み合わせに応じた変換パラメータを用いて現フレームの画像データ
に対する変換量を算出する。
【００１７】
　上記の画像表示装置では、複数の領域に分割されたバックライトの各領域から出射され
る照明光の各々を、対応する表示パネルの各領域に照射して画像を表示する場合において
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、検知手段が表示パネルの各領域の温度を検知し、設定手段が表示パネルの各領域の温度
に応じた変換パラメータを設定する。このため、表示パネルの各領域において温度ばらつ
きが発生したとしても、算出手段が、例えば、表示パネルの各領域の温度に応じて設定さ
れた変換パラメータを用いて現フレームの画像データに対する変換量を表示パネルの領域
ごとに算出することができるので、表示パネルに画像を高精度に表示することが可能とな
る。
【００１８】
　前記設定手段は、前記表示パネルの各領域を各々の温度に従って所定の温度範囲ごとに
分類し、同一の温度範囲に属する前記表示パネルの領域に対しては同一の変換パラメータ
を前記算出手段に設定することが好ましい。
【００１９】
　この場合、設定手段が設定すべき変換パラメータの数を減らすことができるので、設定
手段による設定処理をより効率よく行うことができる。
【００２０】
　前記表示パネルの各領域の温度に応じた変換パラメータを一時的に記憶する記憶部をさ
らに備え、前記設定手段は、前記検知手段が前記表示パネルの各領域の温度を検知するた
びに、前記表示パネルの各領域の温度に応じた変換パラメータを取得し、前記記憶部に記
憶されている変換パラメータを更新することが好ましい。
【００２１】
　この場合、一時記憶部に記憶される変換パラメータの数を最小限に抑えることができる
ので、一時記憶部の低容量化、低コスト化を図ることができる。
【００２２】
　前記検知手段は、前記バックライトの各領域に配置された光源についての点灯時間及び
点灯時期を含む点灯状況を表わす光源情報を、前記バックライトを駆動する駆動回路から
取得し、前記取得された光源情報に基づいて前記表示パネルの各領域の温度を検知するこ
とが好ましい。
【００２３】
　この場合、表示パネルの各領域の温度を直接測定することなく、各領域の温度を検知す
ることができる。このため、検知手段を簡単な構成で実現することができ、装置自体の低
コスト化を図ることができる。
【００２４】
　前記表示パネルの各領域のうちで前記表示パネルの各領域の温度を検知する際において
基準とすべき基準領域があらかじめ定められており、前記設定手段は、前記表示パネルの
基準領域が属する基準温度範囲、前記基準温度範囲の上限を超える上限側温度範囲、及び
、前記基準温度範囲の下限を下回る下限側温度範囲のうちのいずれかに、前記表示パネル
の各領域を分類することが好ましい。
【００２５】
　この場合、表示パネルの各領域を分類すべき温度範囲が温度検知の基準とすべき基準領
域を中心として設定されているので、表示パネルの各領域を各温度範囲に効率よく分類す
ることができる。
【００２６】
　本発明にかかる画像表示方法は、複数の領域に分割されたバックライトの各領域から出
射される照明光の各々の輝度を個別に制御し、対応する表示パネルの各領域に照射して画
像を表示する画像表示方法であって、前記表示パネルの各領域の温度を検知する検知工程
と、前記表示パネルの各領域の温度に応じた変換パラメータを前記検知工程における検知
結果に基づいて前記表示パネルの領域ごとに設定する設定工程と、前記設定工程にて前記
表示パネルの領域ごとに設定された変換パラメータを用いて前記表示パネルの領域ごとに
画像データに対する変換量を算出する算出工程とを備えている。
【００２７】
　前記算出工程では、例えば、現フレームの画像データと前記現フレームよりも前のフレ
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ームの画像データとの組み合わせに応じた変換パラメータを用いて現フレームの画像デー
タに対する変換量を算出する。
【００２８】
　上記の画像表示方法では、複数の領域に分割されたバックライトの各領域から出射され
る照明光の各々を、対応する表示パネルの各領域に照射して画像を表示する場合において
、表示パネルの各領域の温度を検知し、表示パネルの各領域の温度に応じた変換パラメー
タを設定する。このため、表示パネルの各領域において温度ばらつきが発生したとしても
、例えば、表示パネルの各領域の温度に応じて設定された変換パラメータを用いて現フレ
ームの画像データに対する変換量を表示パネルの領域ごとに算出することができるので、
表示パネルに画像を高精度に表示することが可能となる。
【００２９】
　なお、前記画像表示装置は、コンピュータによって実現してもよく、この場合には、コ
ンピュータを前記各手段として動作させることにより前記画像表示装置をコンピュータに
て実現させる画像表示処理プログラム、およびそれを記録したコンピュータ読み取り可能
な記録媒体も、本発明の範疇に入る。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明の画像表示装置は、以上のように、複数の領域に分割されたバックライトの各領
域から出射される照明光の各々の輝度を個別に制御し、対応する表示パネルの各領域に照
射して画像を表示する画像表示装置であって、前記表示パネルの各領域の温度を検知する
検知手段と、前記表示パネルの各領域の温度に応じた変換パラメータを前記検知手段の検
知結果に基づいて前記表示パネルの領域ごとに設定する設定手段と、前記設定手段により
前記表示パネルの領域ごとに設定された変換パラメータを用いて前記表示パネルの領域ご
とに画像データに対する変換量を算出する算出手段と、を備えている。
【００３１】
　それゆえ、表示する画像に応じて表示パネルの各表示領域間に温度ばらつきが生じた場
合でも、表示パネルの各表示領域の温度を検知し、その検知結果に基づいて各表示領域に
ついての変換量を算出することができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、同一部分に
は同一符号を付し、図面で同一の符号が付いたものは、説明を省略する場合もある。
【００３３】
　本発明の実施の形態にかかる画像表示装置は、連続する複数のフレームからなる画像を
表示パネルに表示する場合において、過去のフレームの画像信号と現フレームの画像信号
との間の変化に応じて、現フレームの画像信号に対する階調電圧をあらかじめ決められた
電圧より高い駆動電圧（オーバーシュートされた駆動電圧）、あるいは、あらかじめ決め
られた電圧より低い駆動電圧（アンダーシュートされた駆動電圧）を表示パネルの液晶層
に印加する液晶駆動方法を行うものである。以下、この液晶駆動方法をオーバーシュート
駆動という。
【００３４】
　また、本実施の形態にかかる画像表示装置は、表示パネルに照明光を照射するバックラ
イトを複数の領域に分割し、各領域に対応する光源の発光を制御しつつ各領域からの照明
光の各々を表示パネルに照射する。以下、このバックライトをエリアアクティブバックラ
イトという。このエリアアクティブバックライトの各領域（以下、「照明領域」という）
と、表示パネルの各領域（以下、「表示領域」という）とは、一対一に対応しており、バ
ックライトの各照明領域から出射された照明光の各々は、各照明領域に対応する表示パネ
ルの表示領域の各々に照射されることになる。
【００３５】
　さらに、本実施の形態にかかる画像表示装置は、表示パネルに表示される画像に応じて
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変化する表示パネルの各表示領域の温度を検知し、その検知結果に基づいて表示領域ごと
にオーバーシュート量（変換量）を設定し、表示領域ごとにオーバーシュート駆動するこ
とにより、表示パネルに高品質な画像を表示することができる。
【００３６】
　図１は、本発明の実施の形態にかかる画像表示装置の構成を示すブロック図である。図
１に示すように、本発明の実施にかかる画像表示装置１００は、制御装置１０と、表示パ
ネル２１と、バックライト２２と、パネル駆動回路２３と、ライト駆動回路２４と、変換
パラメータ記憶部２５と、を備えている。
【００３７】
　表示パネル２１は、アクティブマトリクス基板と対向基板との間に液晶層を備えた構成
を有している。ここでは、表示パネル２１は、縦方向に５分割、横方向に５分割されてお
り、２５個の表示領域２１１が配置されている。もちろん、この縦方向及び横方向の分割
の数は、表示パネル２１の大きさに応じて設定されるものである。
【００３８】
　また、表示パネル２１は、互いに略平行に配置された複数の走査ライン（図示省略）と
、これら各走査ラインに略直交するように配置された複数のデータライン（図示省略）と
有しており、走査ラインとデータラインとの各交点に画素が設けられている。
【００３９】
　バックライト２２は、表示パネル２１と同様、縦方向に５分割、横方向に５分割されて
おり、２５個の照明領域２２１が配置されている。各照明領域２２１には、ＬＥＤ等の光
源が配置されており、各照明領域２２１は、各々に対応する表示パネル２１の表示領域２
１１に向かって、各照明領域２２１の光源から出射される照明光を照射する。
【００４０】
　また、バックライト２２は、各照明領域２２１の光源の発光を個別に制御可能であるエ
リアアクティブバックライトである。各光源は、例えば、１つ以上の赤色ＬＥＤと、１つ
以上の緑色ＬＥＤと、１つ以上の青色ＬＥＤとから構成すればよい。バックライト２２の
縦方向及び横方向の分割の数は、表示パネル２１の縦方向及び横方向の分割の数に合わせ
て設定されている。
【００４１】
　パネル駆動回路２３は、画像信号Ｓ１に基づいて表示パネル２１を駆動するためのパネ
ル駆動信号Ｓ１０を生成し、表示パネル２１に出力する。パネル駆動回路２３は、表示パ
ネル２１のデータラインの各々と接続するデータドライバ（図示省略）及び表示パネル２
１の走査ラインの各々と接続するソースドライバ（図示省略）を有しており、このデータ
ドライバとゲートドライバを制御し、表示パネル２１に画像信号Ｓ１に対応する画像を表
示する。
【００４２】
　また、パネル駆動回路２３は、表示パネル２１に画像信号Ｓ１に対応する画像を表示す
る際、制御装置１０から出力される画像変換信号Ｓ４に基づいて表示パネル２１の各表示
領域２１１に対するオーバーシュート駆動を行う。この画像変換信号Ｓ４は、表示パネル
２１の各表示領域２１１についてのオーバーシュート量を表わしており、パネル駆動回路
２３は、画像信号Ｓ１及び画像変換信号Ｓ４に基づいて表示パネル２１の各表示領域２１
１を駆動するための駆動電圧を決定する。
【００４３】
　ライト駆動回路２４は、画像信号Ｓ１に基づいてバックライト２２の各照明領域２２１
に配置されている各光源の発光を制御するためのライト駆動信号Ｓ１１を生成し、バック
ライト２２に出力する。ライト駆動回路２４は、カラムドライバ（図示省略）及びロード
ライバ（図示省略）を有しており、このカラムドライバ及びロードライバを制御し、表示
パネル２１に画像を表示するための照明光を表示パネル２１に照射する。
【００４４】
　制御装置１０は、算出部（算出手段）１１と、設定部（設定手段）１２と、検知部（検
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知手段）１３と、一時記憶部（記憶部）１４と、フレーム記憶部１５と、を有している。
【００４５】
　算出部１１は、現在のフレームの画像を表わす画像信号Ｓ１及び１フレーム前の画像を
表わす画像信号Ｓ２を取得し、それら画像信号Ｓ１、Ｓ２を用いてオーバーシュート演算
を実行する。ここで、このオーバーシュート演算は、画像信号Ｓ１と画像信号Ｓ２とを比
較し、画像信号Ｓ１と画像信号Ｓ２との間での画像データの階調変化量を割り出し、その
階調変化量がより大きくなるように駆動電圧のオーバーシュート量（変換量）を設定する
ためのものである。そして、算出部１１は、このオーバーシュート演算を表示パネル２１
の表示領域２１１ごとに実行する。
【００４６】
　また、算出部１１は、表示パネル２１の表示領域２１１ごとにオーバーシュート演算を
実行するために、各表示領域２１１のオーバーシュート量を設定するために必要な変換パ
ラメータＳ３を取得する。ここで、この変換パラメータＳ３は、液晶層の応答速度の温度
依存性を考慮し、液晶層の温度によって最適なオーバーシュート演算が行われるように液
晶温度に応じた複数の変換パラメータが用意されている。
【００４７】
　設定部１２は、検知部１３から出力される温度情報Ｓ５に基づいて、変換パラメータ記
憶部２５に記憶されている複数の画像信号変換用テーブルのうちから、適切な画像信号変
換用テーブルＳ７を取得し、その取得結果である画像信号変換用テーブルＳ６を一時記憶
部１４に一時的に記憶する。ここで、温度情報Ｓ５は、表示パネル２１の各表示領域２１
１の温度を表わす情報である。設定部１２は、この温度情報Ｓ５から表示パネル２１の各
表示領域２１１の温度を取得し、その取得結果から各表示領域２１１の温度に応じた変換
パラメータを含む画像信号変換テーブルＳ７を変換パラメータ記憶部２５から取得する。
【００４８】
　検知部１３は、表示パネル２１の各表示領域２１１の温度を検知し、その検知結果に基
づいて温度情報Ｓ５を生成し、設定部１２に出力する。検知部１３は、表示パネル２１の
各表示領域２１１のうち、あらかじめ選択された温度測定用の表示領域２１１の温度を測
定するための温度センサ２６を有している。
【００４９】
　温度センサ２６は、表示パネル２１の温度測定用表示領域２１１の表面を測定し、その
測定温度Ｓ８を検知部１３に出力する。温度センサ２６は、表示パネル２１のパネル表面
の温度を直接的に測定できるように表示パネル２１の表面に設置されていてもよいし、パ
ネル表面の温度を間接的に測定できるように表示パネル２１の表面温度と相関のとれる場
所に設置され、その設置場所で測定された温度に基づいて表示パネル２１の表面温度を測
定するものであってもよい。
【００５０】
　ここで、表示パネル２１の温度測定用表示領域２１１としては、例えば、表示パネル２
１の中心付近に配置されている表示領域２１１を用いればよい。通常、表示パネル２１の
中心付近の表示領域２１１に表示される画像は標準的な明るさを持つ場合が多く、そのた
め、中心付近の表示領域２１１の温度が表示パネル２１内で平均的な温度となることが予
想されるからである。したがって、この場合、温度測定用表示領域２１１の温度は、表示
パネル２１内における標準的な温度を持つことになり、表示パネル２１の各表示領域２１
１の温度を検知する際の基準温度とみなすことができる。無論、温度センサ２６により実
際に温度測定される温度測定用表示領域２１１が必ずしも表示パネル２１内における標準
的な温度を持つわけではない。
【００５１】
　また、検知部１３は、バックライト２２の各照明領域２２１に配置された各光源の点灯
時期、点灯時間等を含む、各光源の点灯状況を表わす光源情報Ｓ９をライト駆動回路２４
から随時取得する。そして、検知部１３は、温度センサ２６の測定結果及び光源情報Ｓ９
を用いて表示パネル２１の各表示領域２１１の温度を検知する。例えば、検知部１３は、



(9) JP 2010-72103 A 2010.4.2

10

20

30

40

50

温度測定用表示領域２１１に対応するバックライト２２の照明領域２２１の点灯状況を取
得し、その取得結果と温度センサ２６との相関関係から他の表示領域２１１の温度を検知
すればよい。
【００５２】
　一時記憶部１４は、設定部１２により取得された画像信号変換用テーブルＳ６を一時的
に記憶し、その記憶している画像信号変換用テーブルＳ６を再び設定部１２に出力する。
そして、一時記憶部１４は、設定部１２により新たな画像信号変換テーブルＳ７が取得さ
れた場合には、先に記憶されていた画像信号変換テーブルＳ６を消去し、新たな取得結果
である画像信号変換テーブルＳ６を記憶する。このため、一時記憶部１４は、例えば、電
源が入っている限り、データが保持される半導体メモリであるＳＲＡＭ、ＤＲＡＭを用い
ことができる。このような半導体メモリを用いることにより、設定部１２が一時記憶部１
４に高速アクセスが可能となり、また、一時記憶部１４が低コストで実現される。
【００５３】
　フレーム記憶部１５は、画像信号Ｓ１を記憶し、その記憶した画像信号Ｓ１を１フレー
ム前の画像を表わす画像信号Ｓ２として算出部１１に出力する。そして、フレーム記憶部
１５は、新たな画像信号Ｓ１が入力された場合に、先に記憶されていた画像信号Ｓ１を消
去し、新たな画像信号Ｓ１を記憶する。このため、一時記憶部１４と同様、フレーム記憶
部１５も、例えば、電源が入っている限り、データが保持される半導体メモリであるＳＲ
ＡＭ、ＤＲＡＭを用いことができる。このような半導体メモリを用いることにより、算出
部１１がフレーム記憶部１５に高速アクセスが可能となり、また、フレーム記憶部１５が
低コストで実現される。
【００５４】
　変換パラメータ記憶部２５は、複数の画像信号変換テーブルをあらかじめ記憶している
。変換パラメータ記憶部２５は、複数の画像信号変換テーブルを記憶する必要があるため
、電源を切ってもデータが保持され続ける、ＨＤＤ等の磁気ディスク装置や半導体メモリ
であるＥＥＰＲＯＭを用いればよい。
【００５５】
　また、変換パラメータ記憶部２５は、図２に示すように、複数の温度範囲２５２と、各
温度範囲２５２に対応する複数の画像信号変換テーブル２５１と、を記憶している。各画
像信号変換テーブル２５１は、対応する温度範囲２５２に含まれる温度を持つ表示パネル
２１の表示領域２１１についてのオーバーシュート駆動の際、利用される。
【００５６】
　ここで、図３に、画像信号変換テーブルの例を示す。この画像信号変換テーブル２５１
ａにおいては、テーブルの行として前フレーム画像信号Ｇｉが、テーブルの列として現フ
レーム画像信号Ｇｊが、それぞれ２５６段階の階調として表わされている。そして、各行
と各列の交点には、前フレーム画像信号Ｇｉ及び現フレーム画像信号Ｇｊの階調が各行及
び各列の階調であるときに利用すべき変換パラメータα（Ｇｉ，Ｇｊ）が配置されている
。また、図４に示す画像変換信号テーブル２５１ｂのように、行及び列共に１７階調ごと
の階調範囲を設定し、各行と各列の交点に、前フレーム画像信号Ｇｉ及び現フレーム画像
信号Ｇｊの階調が各行及び各列の階調範囲に含まれるときに利用すべき変換パラメータβ
（Ｇｉ，Ｇｊ）を配置しても構わない。
【００５７】
　次に、図５を用いて設定部１２についてさらに説明する。図５は、設定部１２の一構成
例を示すブロック図である。設定部１２は、図５に示すように、分類部１２１と、分類基
準記憶部１２２と、照合部１２３と、選択部１２４と、を有している。
【００５８】
　分類部１２１は、検知部１３から出力された温度情報Ｓ５を取得し、分類基準記憶部１
２２にあらかじめ記憶されている分類基準Ｓ１２に従って表示パネル２１の各表示領域２
１１を分類する。具体的には、分類部１２１は、表示パネル２１の各表示領域２１１の温
度に基づき、表示パネル２１の各表示領域２１１を複数の温度範囲に分類する。これら複
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数の温度範囲は分類基準Ｓ１２に規定されており、通常、変換パラメータ記憶部２５に記
憶されている温度範囲２５２に対応している。そして、分類部１２１は、表示パネル２１
の各表示領域２１１の温度が属する温度範囲を表わす分類情報Ｓ１３を生成し、照合部１
２３に出力する。
【００５９】
　また、分類部１２１は、表示パネル２１の各表示領域２１１を複数の温度範囲に分類す
る際に、温度測定用表示領域２１１の温度が属する温度範囲（以下、「基準温度範囲」と
いう）、この基準温度範囲の上限を超える温度範囲（以下、「上限側温度範囲」という）
、及び、この基準温度範囲の下限を下回る温度範囲（以下、「下限側温度範囲」という）
、のうちのいずれかに表示パネル２１の各表示領域２１１を分類するようにしてもよい。
例えば図２の場合において、温度測定用表示領域２１１の温度が属する基準温度範囲が「
２５℃～３０℃」であれば、上限側温度範囲を「３０℃～４０℃」とし、下限側温度範囲
を「２０℃～２５℃」とすればよい。この場合、「４０℃」を超える温度を持つ表示パネ
ル２１の表示領域２１１は上限側温度範囲に属するものとし、「２０℃」を下回る温度を
持つ表示領域２１１は下限側温度範囲に属するものとする。
【００６０】
　このようにすることにより、分類部１２１は、表示パネル２１の各表示領域２１１の温
度が属する温度範囲の数を減らすことができる。このため、後述する照合部１２３が取得
すべき画像信号変換テーブルの数を減らすことができ、その結果、一時記憶部１４に記憶
するべき画像信号変換テーブルの数が低減される。したがって、一時記憶部１４の低容量
化、低コスト化がより図られることになる。
【００６１】
　照合部１２３は、分類部１２１から出力された分類情報Ｓ１３から表示パネル２１の各
表示領域２１１の温度が属する温度範囲を取得する。そして、照合部１２３は、変換パラ
メータ記憶部２５に記憶されている温度範囲と、表示パネル２１の各表示領域２１１の温
度が属する温度範囲とを照合し、その照合結果に基づき変換パラメータ記憶部２５に記憶
されている画像信号変換テーブルＳ７のうちから、表示パネル２１の各表示領域２１１の
温度が属する温度範囲に対応する画像信号変換テーブルＳ６を取得し、一時記憶部１４に
記憶する。
【００６２】
　選択部１２４は、算出部１１が表示パネル２１の表示領域２１１ごとにオーバーシュー
ト演算を実行する際、一時記憶部１４に記憶されている画像信号変換テーブルのうちから
、オーバーシュート演算される表示領域２１１の温度が属する温度範囲に対応する画像信
号変換テーブルＳ６を選択し、その選択された画像信号変換テーブルＳ６を変換パラメー
タＳ３として出力する。
【００６３】
　次に、図６を用いて検知部１３についてさらに説明する。図６は、検知部１３の一構成
例を示すブロック図である。検知部１３は、図６に示すように、判定部１３１と、光源情
報記憶部１３２と、を有している。
【００６４】
　判定部１３１は、温度センサ２６の測定結果である温度測定用表示領域２１１の測定温
度Ｓ８を取得する。そして、判定部１３１は、その取得した測定温度Ｓ８と光源情報記憶
部１３２に記憶されている光源情報Ｓ１４とを用いて、表示パネル２１の各表示領域２１
１の温度を判定し、その判定結果に基づいて温度情報Ｓ５を生成する。
【００６５】
　光源情報記憶部１３２は、ライト駆動回路２４がバックライト２２の各照明領域２２１
に配置されている各光源の発光を制御する際、各光源の点灯状況を表わす光源情報Ｓ９を
ライト駆動回路２４から適宜取得し、記憶する。そして、光源情報記憶部１３２は、判定
部１３１が表示パネル２１の各表示領域２１１の温度を判定する際、自身が記憶する光源
情報Ｓ１４を判定部１３１に出力する。
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【００６６】
　次に、本実施の形態にかかる画像表示装置１００の制御装置１０の動作について、図７
を用いて説明する。図７は、制御装置１０の動作を説明するためのフローチャートである
。なお、ここで、表示パネル２１の各表示領域２１１は、図８に示すように、表示領域（
１，１）、（１，２）、（１，３）、………（５，３）、（５，４）、（５，５）であり
、バックライト２２の各照明領域２２１に対応する光源は、図９に示すように、光源（１
，１）、（１，２）、（１，３）、………（５，３）、（５，４）、（５，５）であると
する。また、表示パネル２１の温度測定用表示領域２１１は、図８の表示領域（３，３）
とする。
【００６７】
　図７において、制御装置１０は、表示パネル２１の各表示領域の温度を検知する（ステ
ップＳ１０１）。
【００６８】
　本ステップＳ１０１においては、検知部１３の判定部１３１は、温度センサ２６により
測定された測定温度Ｓ８が入力されると、その入力された測定温度Ｓ８と光源情報記憶部
１３２に記憶されている光源情報Ｓ１４とを用いて、表示パネル２１の各表示領域２１１
の温度を判定する。
【００６９】
　ここで、光源情報記憶部１３２は、ライト駆動回路２４から随時、光源情報Ｓ９を取得
し、記憶している。したがって、判定部１３１は、図９の各光源（１，１）、（１，２）
、（１，３）、………（５，３）、（５，４）、（５，５）についての、現在に至るまで
の点灯時期、点灯時間等から、温度測定用表示領域２１１以外の各表示領域の温度を判定
する。そして、判定部１３１は、その判定結果に基づき温度情報Ｓ５を生成し、設定部１
２に出力する。
【００７０】
　次に、設定部１２の分類部１２１は、検知部１３から温度情報Ｓ５を取得し、その温度
情報Ｓ５に基づいて表示パネル２１の各表示領域２１１を分類する（ステップＳ１０２）
。
【００７１】
　本ステップＳ１０２においては、分類部１２１は、検知部１３から出力された温度情報
Ｓ５を取得し、その温度情報Ｓ５から表示パネル２１の各表示領域２１１の温度を認識す
る。そして、分類部１２１は、表示パネル２１の各表示領域２１１を各々の温度に従って
、分類基準記憶部１２２に記憶されている分類基準Ｓ１２が規定する温度範囲ごとに分類
する。
【００７２】
　ここで、分類基準Ｓ１２が上記の基準温度範囲、上限側温度範囲及び下限側温度範囲を
規定していた場合であれば、分類部１２１は、表示パネル２１の各表示領域２１１を基準
温度範囲、上限側温度範囲及び下限側温度範囲のいずれかに分類することになる。
【００７３】
　このようにして、分類部１２１は、表示パネル２１の各表示領域２１１の温度が属する
温度範囲を表わす分類情報Ｓ１３を生成し、その分類情報Ｓ１３を照合部１２３に出力す
る。
【００７４】
　次に、設定部１２の照合部１２３は、分類部１２１から分類情報Ｓ１３を取得し、その
分類情報Ｓ１３に基づいて、変換パラメータ記憶部２５に記憶されている画像信号変換用
テーブルＳ７のうち、一時記憶部１４に記憶すべき画像信号変換用テーブルＳ６を決定す
る（ステップＳ１０３）。
【００７５】
　本ステップＳ１０３においては、照合部１２３は、分類部１２１から分類情報Ｓ１３を
取得し、その分類情報Ｓ１３から表示パネル２１の各表示領域２１１の温度が属する温度
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範囲を認識する。すなわち、表示パネル２１の各表示領域２１１の温度はこの認識された
温度範囲のいずれかに属しており、この温度範囲に対応する画像信号変換用テーブルこそ
が照合部１２３が変換パラメータ記憶部２５から取得すべきものである。
【００７６】
　したがって、照合部１２３は、変換パラメータ記憶部２５に記憶されている温度範囲と
、表示パネル２１の各表示領域２１１の温度が属する温度範囲とを照合し、その照合結果
に基づき変換パラメータ記憶部２５に記憶されている画像信号変換テーブルＳ７のうちか
ら、表示パネル２１の各表示領域２１１の温度が属する温度範囲に対応する画像信号変換
テーブルＳ６を取得する。
【００７７】
　次に、照合部１２３は、その取得した画像信号変換テーブルＳ６を一時記憶部１４に記
憶する（ステップＳ１０４）。
【００７８】
　本ステップＳ１０４においては、照合部１２３は、先に一時記憶部１４に記載されてい
る画像信号変換用テーブルＳ６を消去すると共に、新たに取得された画像信号変換用テー
ブルＳ６を一時記憶部１４に記憶する。すなわち、照合部１２３は、一時記憶部１４に記
憶されている画像信号変換用テーブルＳ６の更新を行う。
【００７９】
　ここで、分類基準Ｓ１２が上記の基準温度範囲、上限側温度範囲及び下限側温度範囲を
規定していた場合であれば、照合部１２３が一時記憶部１４に記憶する画像信号変換用テ
ーブルＳ６の数は３つとなる。例えば図２の場合において、基準温度範囲が「２５℃～３
０℃」、上限側温度範囲が「３０℃～４０℃」、下限側温度範囲が「２０℃～２５℃」で
あった場合、照合部１２３は一時記憶部１４に記憶する画像信号変換用テーブルＳ６とし
て、各温度範囲に対応する図２のテーブルＢ、Ｃ、Ｄを取得することになる。
【００８０】
　この場合、例えば図１０に示すように、基準温度範囲に属する温度測定用表示領域（３
，３）、表示領域（１，３）～（１，５）、（２，１）～（２，４）、（３，１）、（３
，２）、（３，５）、（４，１）、（４，２）、（５，１）～（５，３）、（５，５）に
はテーブルＣが対応し、上限側温度範囲に属する表示領域（３，４）、（４，３）～（４
，５）、（５，４）にはテーブルＢが対応し、下限側温度範囲に属する表示領域（１，１
）、（１，２）にはテーブルＤが対応することになる。
【００８１】
　次に、設定部１２の選択部１２４は、算出部１１に出力すべき変換パラメータを選択す
る（ステップＳ１０５）。
【００８２】
　本ステップＳ１０５においては、選択部１２４は、算出部１１が表示パネル２１の表示
領域２１１ごとにオーバーシュート演算を実行する際、一時記憶部１４に記憶されている
画像信号変換テーブルのうちから、オーバーシュート演算される表示領域２１１の温度が
属する温度範囲に対応する画像信号変換テーブルＳ６を選択する。そして、選択部１２４
は、選択した画像信号変換テーブルＳ６を変換パラメータＳ３として算出部１１に出力す
る。
【００８３】
　ここで、例えば図１０に示したように表示パネル２１の各表示領域２１１にテーブルＢ
、Ｃ、Ｄのいずれかが対応している場合であれば、選択部１２４は、算出部１１が表示領
域（１，３）～（１，５）、（２，１）～（２，４）、（３，１）～（３，３）、（３，
５）、（４，１）、（４，２）、（５，１）～（５，３）、（５，５）に対してオーバー
シュート演算を実行する際には、テーブルＣを一時記憶部１４から読み出し、算出部１１
に出力する。また、算出部１１が表示領域（３，４）、（４，３）～（４，５）、（５，
４）に対してオーバーシュート演算を実行する際には、テーブルＢを一時記憶部１４から
読み出し、算出部１１に出力する。さらに、算出部１１が表示領域（１，１）、（１，２
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）に対してオーバーシュート演算を実行する際には、テーブルＤを一時記憶部１４から読
み出し、算出部１１に出力する。
【００８４】
　次に、算出部１１は、設定部１２から取得した変換パラメータＳ３を用いて表示パネル
２１の各表示領域２１１に対するオーバーシュート演算を実行する。そして、算出部１１
は、各表示領域２１１の画像変換信号Ｓ４を生成し、パネル駆動回路２３に出力する（ス
テップＳ１０６）。
【００８５】
　本ステップＳ１０６においては、算出部１１は、現在のフレームの画像を表わす画像信
号Ｓ１及び１フレーム前の画像を表わす画像信号Ｓ２を取得し、それら画像信号Ｓ１、Ｓ
２を用いてオーバーシュート演算を実行する。このオーバーシュート演算の実行の際、算
出部１１は、表示パネル２１の表示領域２１１ごとにオーバーシュート演算を実行するた
めに、各表示領域２１１のオーバーシュート量を設定するために必要な変換パラメータＳ
３を設定部１２から取得する。
【００８６】
　ここで、例えば図１０に示したように表示パネル２１の各表示領域２１１にテーブルＢ
、Ｃ、Ｄのいずれかが対応している場合であれば、算出部１１は、表示領域（１，３）～
（１，５）、（２，１）～（２，４）、（３，１）～（３，３）、（３，５）、（４，１
）、（４，２）、（５，１）～（５，３）、（５，５）に対してオーバーシュート演算を
実行する際には、表示領域における現フレームの画像データの階調及び１フレーム前の画
像データの階調に基づいてテーブルＣから変換パラメータを取得する。そして、算出部１
１は、その取得した変換パラメータを画像変換信号Ｓ４として出力する。
【００８７】
　また、算出部１１は、表示領域（３，４）、（４，３）～（４，５）、（５，４）に対
してオーバーシュート演算を実行する際には、表示領域における現フレームの画像データ
の階調及び１フレーム前の画像データの階調に基づいてテーブルＢから変換パラメータを
取得する。そして、算出部１１は、その取得した変換パラメータを画像変換信号Ｓ４とし
て出力する。
【００８８】
　さらに、算出部１１は、表示領域（１，１）、（１，２）に対してオーバーシュート演
算を実行する際には、表示領域における現フレームの画像データの階調及び１フレーム前
の画像データの階調に基づいてテーブルＤから変換パラメータを取得する。そして、算出
部１１は、その取得した変換パラメータを画像変換信号Ｓ４として出力する。
【００８９】
　このようにして、制御装置１０は、画像の表示が終了するまで（ステップＳ１０７ＹＥ
Ｓ）、上記のステップＳ１０１～ステップＳ１０６を繰り返すことになる（ステップＳ１
０７ＮＯ）。
【００９０】
　以上説明したように、本発明の実施の形態によれば、複数の領域に分割されたバックラ
イトの各領域から出射される照明光の各々を表示パネルに照射して画像を表示する画像表
示装置において、表示する画像に応じて表示パネルの各表示領域間に温度ばらつきが生じ
た場合でも、各表示領域の温度を検知し、その検知結果に基づいて各表示領域のオーバー
シュート駆動を行うことができるので、表示画像に依存することなく、動画像を高精度に
表示することできる。
【００９１】
　なお、本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種
々の変更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み
合わせて得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【００９２】
　最後に、画像表示装置１００の各ブロック、特に、制御装置１０は、ハードウェアロジ
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ックによって構成してもよいし、次のようにＣＰＵを用いてソフトウェアによって実現し
てもよい。
【００９３】
　すなわち、制御装置１０は、各機能を実現する制御プログラムの命令を実行するＣＰＵ
（central processing unit）、前記プログラムを格納したＲＯＭ（read only memory）
、前記プログラムを展開するＲＡＭ（random access memory）、前記プログラムおよび各
種データを格納するメモリ等の記憶装置（記録媒体）などを備えている。そして、本発明
の目的は、上述した機能を実現するソフトウェアである制御装置１０の制御プログラムの
プログラムコード（実行形式プログラム、中間コードプログラム、ソースプログラム）を
コンピュータで読み取り可能に記録した記録媒体を、前記制御装置１０に供給し、そのコ
ンピュータ（又はＣＰＵやＭＰＵ）が記録媒体に記録されているプログラムコードを読み
出し実行することによっても、達成可能である。
【００９４】
　前記記録媒体としては、例えば、磁気テープやカセットテープ等のテープ系、フロッピ
ー（登録商標）ディスク／ハードディスク等の磁気ディスクやコンパクトディスク－ＲＯ
Ｍ／ＭＯ／ＭＤ／デジタルビデオデイスク／コンパクトディスク－Ｒ等の光ディスクを含
むディスク系、ＩＣカード（メモリカードを含む）／光カード等のカード系、あるいはマ
スクＲＯＭ／ＥＰＲＯＭ／ＥＥＰＲＯＭ／フラッシュＲＯＭ等の半導体メモリ系などを用
いることができる。
【００９５】
　また、制御装置１０を通信ネットワークと接続可能に構成し、前記プログラムコードを
通信ネットワークを介して供給してもよい。この通信ネットワークとしては、特に限定さ
れず、例えば、インターネット、イントラネット、エキストラネット、ＬＡＮ、ＩＳＤＮ
、ＶＡＮ、ＣＡＴＶ通信網、仮想専用網（virtual private network）、電話回線網、移
動体通信網、衛星通信網等が利用可能である。また、通信ネットワークを構成する伝送媒
体としては、特に限定されず、例えば、ＩＥＥＥ１３９４、ＵＳＢ、電力線搬送、ケーブ
ルＴＶ回線、電話線、ＡＤＳＬ回線等の有線でも、ＩｒＤＡやリモコンのような赤外線、
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、８０２．１１無線、ＨＤＲ、携帯電話網、衛星回線、
地上波デジタル網等の無線でも利用可能である。なお、本発明は、前記プログラムコード
が電子的な伝送で具現化された、搬送波に埋め込まれたコンピュータデータ信号の形態で
も実現され得る。
【産業上の利用可能性】
【００９６】
　本発明は、複数の領域に分割されたバックライトの各領域から出射される照明光の各々
を表示パネルに照射して画像を表示する画像表示装置を有する例えば液晶テレビ等に適用
できる。バックライトとしては、発光ダイオード（ＬＥＤ：Light Emitting Diode）、有
機ＥＬ発光素子、無機ＥＬ発光素子等の発光素子の適用が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００９７】
【図１】本発明の実施の形態にかかる画像表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】変換パラメータ記憶部を説明するための図である。
【図３】画像信号変換用テーブルの具体例を示す図である。
【図４】画像信号変換用テーブルの他の具体例を示す図である。
【図５】設定部の構成を示すブロック図である。
【図６】検知部の構成を示すブロック図である。
【図７】制御装置の動作を説明するフローチャートである。
【図８】表示パネルを説明するための図である。
【図９】バックライトを説明するための図である。
【図１０】表示パネルを説明するための図である。
【符号の説明】
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【００９８】
　１０　　制御装置
　１１　　算出部（算出手段）
　１２　　設定部（設定手段）
　１３　　検知部（検知手段）
　１４　　一時記憶部（記憶部）
　１５　　フレーム記憶部
　２１　　表示パネル
　２２　　バックライト
　２３　　パネル駆動回路
　２４　　ライト駆動回路（駆動回路）
　２５　　変換パラメータ記憶部
　２６　　温度センサ
　１００　　画像表示装置
　１２１　　分類部
　１２２　　分類基準記憶部
　１２３　　照合部
　１２４　　選択部
　１３１　　判定部
　１３２　　光源情報記憶部

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】
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